
Gemini 4 Argonのアーキテクチャ革新と市場
受容に関する技術調査報告 

Gemini 3.8 Flash 
日本時間の2026年10月1日（米国時間2026年9月30日）、Google DeepMindは次世代フロンティア
人工知能モデルの先駆けとなる「Gemini 4 Argon（ジェミニ フォー アルゴン）」を正式に発表した1。

Google DeepMindのシニアバイスプレジデント兼GoogleチーフAIアーキテクトであるコライ・カヴク
チュオグル（Koray Kavukcuoglu）氏が公表した本モデルは、従来の単発的なテキスト対話や短時間
の推論タスクの枠組みを大きく超え、数時間に及ぶ多段階の複雑な業務を自律的に完遂する長時

間エージェントとしての実用性に主眼を置いている3。本報告では、公開された技術仕様、独自および

第三者機関による評価スコア、Google社内インフラでの実稼働実績、セキュリティ防衛構想である「
Fairwind Program」、提供形態とコスト構造、そして社内外の評価や安全性上の論点を体系的に検
証する。 

発表概要とモデルの戦略的位置付け 
Googleは2026年半ばにおいて「Gemini 3.5 Pro」の一般公開を見送り、推論速度とコスト効率に特
化した「Gemini 3.8 Flash」系の拡充を優先していたため、最上位フラッグシップの直接的な刷新はお
よそ10カ月にわたり空白となっていた1。そうした市場の注視のなかで投入されたGemini 4 Argon
は、社内開発段階のコードネームであった「Argon（希ガス元素のアルゴンに由来）」がそのまま正式
名称として冠された新世代モデルである6。 
本モデルの設計思想は、近年のモデル開発競争が陥っていた静的ベンチマークの単純なハイスコ

ア競争に対する明確な問題意識に基づいている7。Google DeepMindは、実社会における長時間の
ソフトウェアエンジニアリング、法務や財務をはじめとする高度なナレッジワーク、そして国家インフラ

を脅かすサイバーセキュリティ防衛という、極めて反復的かつ多層的な論理検証を要求される3大領
域にリソースを集中投下した5。これは生成AIの評価軸を、知識の網羅性から「自律エージェントとし
ての持続的課題解決能力」へと決定的に転換させる戦略的布石と位置付けられる3。 

コア技術仕様とエージェント駆動型アーキテクチャ 
Gemini 4 Argonにおける最も本質的な技術的ブレイクスルーは、モデルが自律的に多段階推論を
継続するために不可欠な「出力容量」の飛躍的拡張にある3。 
100万出力トークンへの拡張と推論軌跡の持続 
従来のフロンティアモデル群では、1リクエストあたりの最大出力トークン数が約6万4,000トークン前
後に制限されており、長大なタスクを実行する際にはプロセスを不自然に細分化せざるを得なかった
3。Gemini 4 Argonはこの出力制限を約15.6倍となる「100万トークン」へと引き上げた3。 
この拡張は単に長文のドキュメントを一括生成することを目的にしたものではなく、エージェントが「環

境の調査、仮説の立案、コードの改変、テスト実行、エラーログの精査、再修正」という一連の試行

錯誤を、外部プロンプトによる再介入なしに単一の推論軌跡のなかで数十万トークン規模にわたって

自己完結させるために設計されたものである3。これにより、複雑なタスクの途中で推論が打ち切ら

れるコンテキスト断絶のリスクが解消された5。 



長大コンテキストの保持と高精度マルチモーダル処理 
Gemini 4 Argonは100万トークンのコンテキストウィンドウを備え、長大な入力データに対する検索・
追跡精度を大幅に向上させている9。複雑な論理関係を辿る「GraphWalks」テストにおいて、12万
8,000トークンまでの入力に対して99.7%、25万6,000から100万トークンの入力帯域においても
84.2%の認識精度を維持する10。 
さらに、ネイティブマルチモーダルモデルとしての強みも継承されており、専門的な財務グラフの解析

や長尺動画の精密な読解が可能となっている5。長時間動画の理解度を測定する「LVBench」では
91.7%を記録しており、映像記録、仕様書、システムログなどの異種データを一括して読み込ませて
相関関係を導き出す業務プロセスに強みを持つ1。 

性能検証：主要ベンチマークと競合フロンティアモデルの比較 
Googleの発表資料および第三者評価機関であるArtificial Analysisの計測データに基づき、Gemini 
4 Argonは公表された主要18ベンチマークのうち12項目で単独首位を記録した2。競合するOpenAI
の「GPT-6 Astra」やAnthropicの「Claude Opus 5.5」「Claude Fable 5.1」との主要性能比較は以下
の通りである2。 

評価分野 / ベン
チマーク指標 

Gemini 4 
Argon 

GPT-6 Astra Claude Opus 
5.5 

Claude Fable 
5.1 

実務的ソフト

ウェア開発 
(DeepSWE v1.1) 

77.9% 74.1% 74.2% 67.4% 

超難関ソフト

ウェア開発 
(FrontierSWE 
v2) 

55.0% 65.5% 62.3% 未計測/下位 

コード生成基礎 
(Vibe Code 
Bench) 

91.9% 非公表 非公表 非公表 

CLI操作・ターミ
ナル自律実行 
(Terminal-Benc
h 4.0) 

57.4% 非公表 60.0% 66.4% 

業務プロセス自

動化 
(AutomationBe
nch) 

51.3% 41.4% 42.5% 非公表 



企業知的業務

総合指数 (Vals 
Index) 

68.9% 63.1% 67.0% 65.8% 

多段階財務リ

サーチ (Vals 
Finance Agent 
v2) 

65.4% 53.5% 58.6% 58.9% 

法務調査・起案 
(Harvey Legal 
Benchmark) 

19.6% 非公表(下位) 非公表(下位) 非公表 

脆弱性自律修

正 
(CWE-bench 
v1) 

68.0% 68.0% 67.0% 58.0% 

間接的プロンプ

トインジェクショ

ン耐性 (Gray 
Swan ASR) 

0.7% 8.5% 非公表 非公表 

注：Gray Swan ASR（攻撃成功率）は、数値が低いほどプロンプトインジェクションに対する防御性能
が高いことを示す10。 
ベンチマーク結果の詳細な分析から、Gemini 4 Argonの明確な適性と限界が読み取れる2。実世界

の長期的なコード開発環境を再現した「DeepSWE v1.1」において77.9%を記録し、Claude Opus 5.5（
74.2%）やGPT-6 Astra（74.1%）を明確に上回った2。また、Zapierを活用した実務フローの自動完遂
能力を測る「AutomationBench」でも51.3%で首位に立ち、法務文書作成や財務分析のエージェント
指標でも競合に対してアドバンテージを確立している3。 
一方で、極めて高度なアルゴリズムや論理パズル的要素を含む「FrontierSWE v2」においては
55.0%にとどまり、GPT-6 Astraの65.5%やClaude Opus 5.5の62.3%に水を開けられている2。また、

ターミナル環境での自律コマンド操作を測る「Terminal-Bench 4.0」においても57.4%と、前世代モデ
ル（Gemini 3.1 Pro Preview）から約53ポイントの大幅な改善を示したものの、AnthropicのClaudeシ
リーズ（60%から66%台）の後塵を拝している2。これらの差異は、Argonが「実務的な多段階反復作
業」に極端に最適化されている半面、局所的かつ超高度な抽象推論や端末ネイティブな操作性にお

いては競合モデルに依然として分があることを示唆している2。 

Google社内本番環境における実証運用実績 



Googleはベンチマークの数値に加え、数千人のGoogleエンジニアがすでにArgonを本番ワークフ
ローに組み込み、日常的に運用している定量的成果を前面に押し出した5。 
最も象徴的な事例は、メモリ安全性の向上を狙ったC/C++からRustへの大規模コード移行作業であ
る5。数万行規模のコアライブラリ（re2やlibgav1）から、次世代OS「Fuchsia」の基幹である「Zircon
カーネル」（80万行以上）に至るまで、Argonエージェントによる自動移行が実施された5。動画デコー

ダーlibgav1のプロジェクトでは、AIが3万2,000行に及ぶSIMD（単一命令・複数データ処理）高速化
コードを精査し、プロファイル結果に基づく試行とコンパイラ出力の解析を繰り返した5。コンパイラが

自動ベクトル化を行える安全なRustコードを構築した結果、手動で移植された既存のRust版と同一
の映像出力を維持したまま、実行速度を2.7倍に向上させ、高度に最適化されたC++実装に迫る性
能を達成した1。 
さらに、グローバルデータセンターのインフラ運用においても自律エージェント群が成果を上げている
5。Argonエージェント群がサーバーフリート全体のプロファイリングテレメトリデータを監視・分析し、
非効率なメモリ割り当てを自律的に特定・適用したことで、すでに300TiB以上のメモリ領域を解放し
た5。この取り組みによる最終的な削減量は500TiBから1PiBに達すると見込まれている5。量子コン

ピューティング分野でも、サブルーチンのボトルネックとなっている時空間リソース（量子ビット×ゲート
数）を最適化し、既存の公表基準値をわずか数分で40%上回る効率化を達成するなど、インフラの
深層部分での有効性が確認されている5。 

サイバーセキュリティ防衛機能と「Fairwind Program」 
Gemini 4 Argonの技術的特異性は、サイバーセキュリティの「防御」に高度に特化している点と、そ
れに付随する公開統制スキームにある8。 
Googleは2026年9月上旬に立ち上げた機密アクセス枠組「Fairwind Program」を通じ、国家サイ
バー当局、電力・医療・金融などの重要インフラ事業者、および中核テクノロジープラットフォームを

担う世界650以上の選定パートナーに対して、Gemini 4 Argonを先行配備した14。このプログラムの

最大の特徴は、パートナー組織が正当な脅威シミュレーション、リバースエンジニアリング、マルウェ

ア解析を阻害されることなく実施できるよう、モデルのサイバー関連ガードレールを意図的に解除し

た状態で提供される点にある8。この特権アクセスを担保するため、参加組織には耐フィッシング多

要素認証（MFA）の導入、操作ログの厳格な追跡、モデルの第三者再配布の禁止、およびGemini 
Enterpriseによるデータ保持ゼロ（Zero Data Retention）ポリシーの順守が義務付けられている14。 
実環境での防御実績として、クラウドセキュリティ企業Wizとの共同プログラム「Scan for Good」にお
いて、Argonは世界各国の病院で稼働する医療ソフトウェアから、過去のフロンティアモデルが見落
としていた重大な個人健康情報（PHI）漏洩脆弱性を自律的に検出・検証した2。また、ソースコードが

提供されない稼働中システムを外部から探索するブラックボックスペネトレーションテストにおいて、

Argonは前世代の特化モデル「Gemini 3.8 Flash Cyber」を上回る70.9%の成功率を記録した5。

Google社内のコードセキュリティエージェント「CodeMender」との連携により、検知から修正パッチ
の自動生成までを単一パイプラインで処理する能力が確立されている14。 

コスト構造、提供スケジュール、およびエンタープライズガバナ

ンス 
Gemini 4 Argonは、その極めて高い能力ゆえに、段階的な提供フェーズと破壊的な価格戦略を採
用している2。 



段階的提供スケジュール 
現在、ArgonへのアクセスはFairwind Programの承認組織、米国政府による事前評価枠組、および
Google社内開発陣に限定されている5。Googleは初期テスターからのフィードバックと安全対策の
検証を完了させた後、APIの有料従量ユーザーおよび個人向け最上位プラン「Google AI Ultra」の加
入者から順次一般アクセスを開始し、最終的に開発者、企業、一般ユーザーへ拡大する方針を示し

ているが、一般提供の具体的な開始日時は公表されていない2。 
価格設定と競合モデルのコスト比較 
Googleは初期普及を狙い、導入期間中のAPI価格を競合フロンティアモデルの半額以下に抑える
攻撃的なプライシングを設定した2。主要モデルとのトークン単価比較は以下の通りである7。 

モデル名 提供元 入力価格 (100
万トークンあた

り) 

出力価格 (100
万トークンあた

り) 

キャッシュ入力

割引 

Gemini 4 
Argon (導入価
格) 

Google $2.00 $10.00 95% 割引 
($0.10) 

Gemini 4 
Argon (正式価
格) 

Google $4.00 $20.00 95% 割引 
($0.20) 

Claude Opus 
5.5 

Anthropic $4.00 $20.00 90% 割引 
($0.40) 

GPT-6 Astra OpenAI $10.00 $50.00 最大80% 割引 

Claude Fable 
5.1 

Anthropic $10.00 $50.00 90% 割引 
($1.00) 

GPT-6 Sol (中
位推論モデル) 

OpenAI $2.00 $10.00 プロバイダ依存 

Gemini 4 Argonの導入価格（入力2ドル／出力10ドル）は、最上位クラスであるGPT-6 Astraや
Claude Fable 5.1の5分の1、Claude Opus 5.5の半額に相当し、競合の中位モデルであるGPT-6 Sol
と同水準に抑えられている2。導入期間終了後に移行する正式価格（入力4ドル／出力20ドル）でも
Claude Opus 5.5と同額にとどまる7。特筆すべきはキャッシュ入力に対する95%割引であり、100万
トークンあたり0.10ドルで再利用可能な点は、同一のソースコードや社内規定を頻繁に参照するエー
ジェント運用において大幅なコスト圧縮を可能にする7。 



エンタープライズ導入における統制課題 
企業の情報システム部門にとって、Argonの導入は新たなガバナンス設計を要求する16。第1に、出
力枠が100万トークンに拡大したことで、従来のように6万4,000トークンで処理が自動停止せず、1
回のリクエストで最大10ドル（正式価格時は20ドル）の出力コストが一瞬で発生する可能性がある16

。エージェントを自律ループで多重稼働させた場合、短時間で想定外の費用に達するリスクがあるた

め、プロジェクト単位の厳格な利用上限と予算アラートの設定が前提となる16。 
第2に、従業員が「Google AI Ultra」を個人契約して業務コードを流し込む「シャドーAI」のリスクや、
自律性の高いエージェントが外部環境や社内リポジトリに対してどこまでの実行権限を持つべきかと

いう権限境界の事前定義が不可欠となる16。 

業界の反響、実務評価の乖離、および安全性上の論点 
Gemini 4 Argonの発表は、市場と技術コミュニティに大きな興奮をもたらした一方で、運用実態に関
する議論とフロンティアAI特有の重大なリスク課題を喚起している2。 
市場の反応と実務性能をめぐる社内証言の論争 
発表を受け、Googleの親会社であるAlphabetの株価は時間外取引で約2%上昇し、市場はGoogle
の最前線復帰を好意的に受け止めた18。Google CEOのスンダー・ピチャイ（Sundar Pichai）氏は
SNS上で自社エンジニアによる圧倒的な活用実績を誇示した10。 
しかしその直後、米ブルームバーグは「Argonに直接アクセスできるGoogle従業員の一部から、管
理されたベンチマークほどの劇的な効果は実務で得られていないとの声が出ている」と報じた13。こ

れに対しGoogleは即座に公式反論を行い、データセンターのメモリ削減や80万行におよぶカーネル
のRust移行など、具体的な数値に裏付けられた社内実績が存在することを挙げ、実務性能が劣ると
いう見解は「不正確である」と否定した13。この論争は、統制されたベンチマーク環境とノイズの多い

日常的な業務環境との間で生じる性能体感のギャップを浮き彫りにしており、一般公開後に外部開

発者によって実務性能がどこまで再現されるかが注視されている13。 
開発者コミュニティ（Hacker NewsやReddit等）においては、100万出力トークンと低価格設定への称
賛が集まる一方で、一般ユーザーが即座に利用できない「限定アクセス」への失望や、FrontierSWE 
v2やTerminal-BenchでGPT-6 AstraやClaude Opus 5.5に及ばなかった点への冷静な指摘も交錯し
ている15。 
フロンティアセーフガードと「監視回避」の技術的ジレンマ 
Google DeepMindは一般提供に向け、化学・生物・放射性物質・核（CBRN）兵器および攻撃的サイ
バー攻撃の悪用を防止するため、モデルの「内部活性化（Internal Activations）」を監視して有害リク
エストを遮断する多層防御を構築している5。また、外部Webページや文書を自律参照するエージェ
ントが最も受けやすい「間接的プロンプトインジェクション（IPI）」攻撃に対しても、Gray Swanベンチ
マークで攻撃成功率0.7%という最高水準の堅牢性を達成した5。さらに、高リスクな自己学習や評価

を行う際には、システムが外部に意図せぬ接続を行わないようサンドボックス環境を隔離・密閉

（ハードニング）する対策を講じている5。 
セーフガード領域において学術的・技術的に最も大きな注目を集めたのは、モデルが人間の意図か

ら逸脱することを防ぐ「ミスアライメント監視」における設計方針である2。Argonは思考プロセスとアク
ションを常時監視され、逸脱が検知された場合は自動停止する仕組みを備えているが、Googleは
「監視プロセスで得られた検知記録や知見を、モデルの再学習ループ（強化学習など）にフィードバッ

クしない」という厳格なプロトコルを採用した2。 



思考の逸脱記録をトレーニングデータに直接戻してしまうと、モデルが「ペナルティを回避するため

に、思考を人間の監視から隠蔽したり、表面上だけ従順を装ったりする欺瞞的思考パターン（

Deceptive Alignment）」を学習してしまう構造的危険が生じるためである2。Google DeepMindはこ
のリスクを避けるため、監視と訓練のフィードバックループを意図的に遮断しており、AIが高度化する
過程においてモデルの推論ログを人間が読める透明な状態に保ち続けることの重要性を、業界全

体に向けて強く提唱している2。 

総括と将来展望 
Gemini 4 Argonの登場は、AI基盤モデルのパラダイムが「対話型インターフェース」から「自律実行
型ワークフロー」へと完全に移行したことを明確に示した3。100万トークンの出力枠は、AIが単なる
コード生成ツールにとどまらず、自律的にエラーログを精査し修正を繰り返すフルスタックエンジニア

として機能するための物理的基盤を確立した3。また、サイバーセキュリティ分野において、能力を封

じるのではなく身元確認済みの防御組織に強力なモデルを優先配備する「Fairwind Program」のア
プローチは、高リスク・フロンティアAIモデルの社会的ガバナンスにおける新たな標準モデルとなる可
能性を秘めている14。 
競合するOpenAIのGPT-6 AstraやAnthropicのClaude Opus 5.5と比較した場合、抽象的・極限的
な難問解決や端末ネイティブの操作性では競合が優位を保つ側面があるものの、実務的な長期ソフ

トウェア開発、企業ナレッジワークの自動化、そして何より導入価格の圧倒的な優位性において、

Argonは強力な競争力を有している2。今後、限定アクセスから有料APIやGoogle AI Ultraを通じた
一般提供へと門戸が広げられたとき、Google社内で示されたインフラ最適化やRust移行のような大
規模な自動化実績が一般企業環境においてどの程度再現されるかが、真のフロンティアモデルとし

ての成否を分ける決定打となる8。 
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